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の負担が生 じる。今回,後 天的に生 じた小口症に
対する部分床義歯補綴を通 して,補 綴的考慮を加
えた。







であった。口腔内は③4⑤ と４～123が 残存 し,






ン印象材パ テタイプの印象を トレーとして イン
ジェクシ ョンタイプで採得 した。精密印象採得に
際 しては分割 トレーを用いることにした。左右に
分割 した トレーをチャネル と嵌合部により連結す
るよう設計 した。 トレー用 レジンで設計に沿った
分割 トレーを製作 し,それぞれを口腔内に挿入 し
筋圧形成後,シ リコーン印象材で印象 した。その
際,一 方の トレーで印象後に界面ヘワセ リンを塗
布 し,他方の トレーを口腔内で組み込んで印象 し
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た。 トレーの撤去時は分割 して別々に取 り出し,
口腔外で再度組み立てた。通法に則 り部分床義歯
を製作 し口腔内装着時に口裂を損傷 しない程度に
床辺縁を削合 し形態を捉 えた結果,通 常の義歯形
態でも着脱が可能となった。
分割 トレーは組み立て時の精度や連結部の強度
が印象の精度に影響を与えることから,連結部の
構造と製作技術が重要であることを改めて認識 し
た。
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